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農業者が長寿・元気で医療費が少ない傾

向にあることを本庄市で明らかにしたのは、

本誌2017年９月号堀口健治・弦間正彦「自

営農業者の長寿傾向と後期高齢者医療費へ

の反映―埼玉県本庄市における調査を踏ま

えて―」である。農業に従事する後期高齢

者の医療費が他の市民と比べ格段に少ない

のは農業者が全体として健康だからとした

のである。

この事実の意味は大きいのだが、「１例

でしかないこと」が弱点との指摘を受けて

いた。このため他の例を求めていたが、同

じ埼玉県の所沢市で市長の理解のもと後期

高齢者医療保険も担当する国民健康保険課

が調査を実施してくれた。個人情報保護条

例が厳しく早稲田大学がデータの提供を受

け分析することができなかったので、同課

が実施したのである。同課は農業委員会か

ら75歳以上の農業者リストを受け取り全員

にアンケートを郵送した。アンケートには

自身の医療情報収集に同意する場合は署名

するという項目があり、同意した氏名を埼

玉県後期高齢者医療広域連合に示し、本庄

市と同様に後期高齢者とそれ以外の方の年

間医療費を調べたのである。結果として本

庄市とほぼ同じ傾向を得ることができた
（注1）
。

同課が農業委員会に依頼したのは2018年

７月である。台帳にある10a以上の農地を

耕作する農業者で17年12月31日までに75歳

に達している方のリストである。この対象

者が1,467人、2015年農林業センサスによる

と市の総農家数が1,518戸なので平均して

各戸に75歳以上の農業者が１人いることに

なる。これらの人に18年８月中旬アンケー

トを送り、回収できたのが557人（回収率

38.0％）、うち同意した人が538人である。調

べた医療費は17年４月１日～18年３月末の

１年分で実際に医療費が広域連合から示さ

れたのは526人であった。これらの人の平

均医療費は662千円であり、他の人は883千

円であった。「他の人」とは526人を除いた

すべての後期高齢者である。その差221千

円はのちに述べる本庄市の約30万円の差と

後期高齢者医療費の削減に貢献する
現役農業者群

1　農業に従事する後期高齢者
　　の医療費の少なさを埼玉県
　　所沢市でも実証　　　　　
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るもう一つのコメントに、「元気な人だから

農業に従事できるのだし、元気なその人達

の医療費は当然に低い」というものがあっ

た。しかし我々は、長年農業に従事してい

るからこそ健康が維持でき、だから75歳以

上でも農業に携わることが可能となり、他

の方と比べて医療費が少なくなると考える。

以下、本庄市のデータをもとに、その実証

結果について説明する。

前提になっている、農業者の多くが長年

農業に継続従事している状況を農林業セン

サスで確認しよう。年齢別農業従事者数を

５年後の年齢別農業従事者数と比較（コー

ホート分析）することで農業従事の継続率

を計算し、高年齢でも多くの人が農業に継

続従事していることを明らかにする。農業

従事者の年齢別人数を05年と10年でとり、

５歳ごとにずらして比較した。第１表は、

農林業センサスがとらえる本庄市の販売農

家の自営農業に従事した年齢階層別世帯員

数（15歳以上の世帯員のうち調査期日前１年

間に自営農業に従事した者）である。この農

業従事者数は2015年農林業センサスでは年

齢別集計が開示されていないので05年と10

年を比較した。なおここでの本庄市とは05

年次のそれを指す。その後合併で加わった

町村の数字を10年の場合は引き去り、05年

の本庄市と同じ地理範囲で比較している。

なお５年間の減少数は５年前の農業従事

者の中で農業をやめたものであり、残りは

すべて農業に継続従事すると仮定している。

５年間で新たに農業を始めたりやめたりす

るような「出入り」は多くはないという仮

比べるとやや小さいが、農業者の医療費が

他の人よりもかなり少ない傾向にあること

は同様である。

17年12月末までに75歳に達した人（達し

ている人も）を対象にしているが、医療費が

17年４月１日～18年３月末なので、17年４

月１日～17年12月末までの間に75歳に達し

た対象者の医療費は実はフルの１年分の医

療費ではない。少ないのである。この点が

どの程度の影響かを見るために、同意した

人のアンケートで年齢階層70歳代後半（75

歳以上～80歳未満）にチェックを付けた人を

取り出し、それらの人185人の医療費のみ

を集計し、１人当りを求めたら665千円で

あった。結果として大きな影響を与えてい

るとは見られないようで結論を変える必要

が無いことを確認した
（注2）
。

（注 1） この結果は所沢市のホームページに2019

年 3月15日掲載され半年以上載っていたが最近
は見つけ出せない。「農業者は元気！健康！長
寿」と題して 1人当りの年間医療費が農業従事
者661,980円、それ以外の方882,980円として、
221,000円もの差があることが分かったとしてい
る。他にアンケートの結果も表示していた。

（注 2） アンケートに答えている人の数と同意して
いる人とを比べると、実は同意の方が多い。ア
ンケートで男女が分かるのは男252人、女260人、
計512人、年齢階層が、70歳代後半190人、80歳
代前半171人、80歳代後半92人、90歳代以上54人、
計507人である。農業従事開始年は男30歳頃、女
23歳頃で男性は社会人からの農業回帰がかなり
いるように見られる。大事な情報だが紙幅の関
係でこれらの分析は他稿で行うこととしたい。

『農林金融』の初回の我々の論文に対す

2　長期に継続従事する農業者
　　の特徴　　　　　　　　　
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医療広域連合のデータと突き合わせて農業

者の医療費を取り出し、農業者以外の残り

すべての人の医療費と比較している（この

方式は所沢市も基本的に同様である）。なお農

業者は自ら耕作するもの（自営農業者）であ

り雇われ農業者は含まれない。農業者は市

内に住む農地10a以上の耕作者およびその

世帯員で20歳以上の年間60日以上農作業に

従事するものである。彼らは自営農業従事

者で家族経営の世帯員の農業従事者である。

14年時の農業委員選挙人台帳に載ってい

た農業者は3,628人、そのうち24.7％にあた

る75歳以上の897人についてリストを作成

した。

なお2015年農林業センサスによると、本

庄市（合併後）の販売農家の農業従事者数

は1,935人であり、そのうち自営農業に主と

して従事した世帯員数（農業就業人口）は

1,505人、この中の75歳以上層は431人であ

る。これと比べると農業委員選挙人台帳に

載っている農業者数はかなり多く、75歳以

上層も倍ほどの違いがある。この理由は、

販売農家の自営農業に「主として」ではな

く「従として」従事する75歳以上の世帯員

も含み、また自給的農家の農業従事者、さ

定で、この仮定は現実に沿っていると思わ

れる。

注目すべきは農業継続率が高齢者になっ

ても高い状態にあることである。05年時で

は70歳より若い階層は５年後は７割～９割

の継続率であり、70歳代前半も７割弱と高

い。75歳以降もなお４割の人が５年後も農

業を行っている。農業に長年従事している

と多くが農業を継続し、定年のある雇用労

働者と異なり、70歳代になっても多くが農

業に従事している。農業に通常従事できて

いることは基本的に作業が可能なほど健康

であり、健康だから農業を継続している人

が多いことが分かるのである。この農業従

事継続率の高さは全国的にも見られるもの

である。

本庄市農業委員会が持つ農業委員の選挙

人台帳（調査時）から75歳以上の農業者の

リストを作成し、これを埼玉県後期高齢者

3　本庄市の後期高齢者の
　　農業者リストに基づく
　　農業者・非農業者の　
　　医療費の比較　　　　

45～49
歳 50～54 55～59 60～64 65～69 70～74 75～79

80歳
以上 左の計

44歳
以下を
含む
総計

05年 162 228 205 221 263 288 378 1,745 2,126
10 96 117 177 185 172 216 192 157 1,312 1,586
継続率 ― 72 78 90 78 82 67 42 ― ―
資料 　農林水産省「2005年農林業センサス」および「2010年世界農林業センサス」

第1表　本庄市の年齢階層別農業従事者数のコーホート比較
（単位　人、％）

→ → → → → → →
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している人達だと見られる。その農業者の

医療費に対して、非農業者（農業者以外のす

べての人）は仕事ができないくらいに極め

て高齢な方やあるいは入院している人を含

むすべての人の平均医療費なので、農業者

のそれに比べかなり大きくなるのは当然で

あろう。そのため農業者の医療費の数値が

他と比べ低いことを見る場合、どの程度に

低いレベルなのかを見ることが大事であろ

う。

この点でこの表の2014年の数字は重要で

ある。これは今回の論文が明らかにする大

事な点である。農業者の１人当り医療費を

表の右にある同年の本庄市全体（農業者と

非農業者の合計）の１人当り医療費と比べ

ると、その差は14年で161千円だけ少ない

（だから非農業者の８割であった）。しかし13

年およびそれ以前の年を見るとその差は、

302千円、254千円、271千円、240千円と大

きく、14年の161千円を大きく上回ってい

る。市平均と比べ13年以前の農業者の医療

費はかなり少ないことが分かる。

説明しよう。これは14年の農業者の医療

費が13年以前の農業者の医療費と比べ一段

と大きいということに依るものであり、こ

らには販売農家として従事していて今は農

地の多くを貸し付け自らは家庭菜園的な農

業に従事する者も、農業委員会のリストに

は農業者として数えられているからだと見

られる。すなわち長年農業に従事していた

人々で現在は農業従事の時間が少ない人も

リストに載っていると推測されるのである。

このリストをもとに、埼玉県後期高齢者

医療広域連合に75歳以上の農業者とその他

の人の医療費の集計を依頼した。先ず75歳

以上の農業者の医療費を引き出してもらい、

残った人のすべてを非農業者の医療費とし

たのである。その結果が第２表である。

表によれば、本庄市で農業従事の後期高

齢者の１人当り医療費（４月～３月の医療費）

は非農業者の約７割（14年は80％だが13年以

前は順に64％、69％、67％、70％なので約７割

と表現）である。75歳以上の市民の10％（14

年）を占める農業者、その１人当り医療費

が残りのすべての人（非農業者）の１人当り

医療費の約７割であり、医療費が比較的少

なく現役として農業に従事する農業者の相

対的に健康な状態が示されている。ただし

この農業者は75歳まで農業に携わっており

後期高齢者になっても農業に継続して従事

農業者（A）の医療費 非農業者（B）の医療費 A/B 本庄市
被保険者
（人）

総額
（百万円）

1人当り
（千円）

被保険者
（人）

総額
（百万円）

1人当り
（千円）

1人当り額
比率

1人当り
（千円）

10年
11
12
13
14

625
695
774
852
897

380
421
493
518
655

607
606
636
608
731

7,872
7,996
8,072
8,171
8,258

6,815
7,197
7,379
7,691
7,515

866
900
914
941
910

0.70
0.67
0.69
0.64
0.80

847
877
890
910
892

資料 　本庄市農業委員選挙人台帳、埼玉県後期高齢者医療広域連合による集計データ

第2表　本庄市の後期高齢者の医療費：農業者と非農業者および市平均
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者から出発すると、その後の１年間、他と

同じように病気等にかかる人が含まれるが、

その数は多くはなく10万円の増加にとどま

っている。第２表の農業者・非農業者の大

きな医療費の差ほどではないのである。

全国集計だが年齢階級別１人当り医療費

も見ておこう（平成29年版厚生労働白書）。14

年で70～74歳61.9万円、75～79歳77.7万円、

80～84歳92.3万円である。これらと比べる

と本庄市の13年までの農業従事者60数万円

強という１人当り医療費レベルは、この中

に75歳を超え80歳以上もいるのだが、全国

の年齢階級70～74歳１人当り医療費のレベ

ルに近い。医療費から見れば10歳近く若い

世代の健康状態に近い。また14年の73万円

は全国の年齢階級75～79歳層の額78万円よ

りは少ない。現役農業者がいることで医療

費が少なくなることに貢献している。

後期高齢者の中の自営農業者はそれまで

の農業従事による生活スタイルが健康を保

ち、元気に農業に従事する状態を維持させ

ていることが推察できる。そのことが１人

当り後期高齢者医療費を他の人と比較した

ときに大きな差をもたらす原因になってい

る。

ただし他の人は後期高齢者でも相当の高

齢者も含み、また入院等医療費が多くかか

る人達も含むので、この差がそのまま自営

農業者の医療費の少なさを示しているわけ

ではない。そのため全国平均ではあるが70

のことは14年４月１日時点で農業に従事し

ていることが確認された人のリストを使っ

たことに起因している。このリストは、４

月２日以降のその年度内に病気にかかり農

業をやめ治療に専念したような人の医療費

も含むからである。すなわち使用した14年

４月１日時点の農業者リストは翌年３月ま

での間に農業をやめた人を含むリストにな

っている。他方、例えばそれ以前の13年は、

13年４月１日の時点で75歳に達していない

人を、基本として使っている14年４月１日

農業者リストから除外して13年のリストを

作成するので、13年は農業に従事した人の

み（その年度内で農業からリタイアしたり入

院したりした人は含まれない）が対象になり、

それらの人の医療費が集計される。その前

の12年、11年、10年も同様の方法であり農

業者のみを集計している。そのため、これ

らの年の１人当り医療費は14年と比べ少な

く、しかも60数万円（61万円～64万円）に集

中している。他方、14年の農業者の１人当

り医療費は73万円であり、それ以前と比べ

て約10万円多い。これは１年の間に、４月

１日の時点では農業に従事していた農業者

が、年度途中で医療対象になり農業をやめ

た人が含まれているからである。それが約

10万円だけ多い額の原因になっている。

農業を継続し75歳を超えても農業に従事

する人の医療が年60数万円で済むことは13

年までの数字が示しており、14年はその中

から病気で農業をやめる人を含めると10万

円程度のアップになることが示されている。

ということは、４月初めには農業者だった

4　得られた結論と今後の課題
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多くの人がその方向でライフスタイルを改

善すれば、後期高齢者の医療費の削減につ

ながる。ただし同じ農業者でも雇われ農業

者や定年帰農の場合はどうか、農業従事期

間の長さがどう影響するかはさらなる研究

が必要である。急速に増加する後期高齢者

の医療費を削減するには、広く望ましい活

動や生活スタイルを推奨する必要がある。

その一環として医科学者による農業者のラ

イフスタイル研究が早急に求められるとこ

ろである。

（ほりぐち　けんじ）

（げんま　まさひこ）

（ぐんじ　さとし）

歳代後半に絞った年齢層全体の医療費と比

較したが、自営農業者のそれはやはり少な

い。また今回の集計による第２表の14年の

医療費は、その１年のうちにリタイアや入

院した人達も含む４月１日の時点で自営農

業者であった人の医療費だが、全員自営農

業者として１年を送ることができた人達の

みの13、12、11、10年の医療費と比べると

極めて大きな差とはいえない水準である。

自営農業者はその年にリタイアや入院した

人を含めてもそれによる増加額は低く、多

くが元気で医療費が少ないことが明らかに

なった。

医療費が少ないことが実証された自営農

業者について、過去の働きや生活スタイル

の研究を進める必要がある。それに基づき
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